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 『日 は また 昇 る』 （The Sun Also Rises,1926） に登 場 す る ほ と ん どあ らゆ る人 物 は、 実 在 の人 物

を モ デ ル とし て描 か れ て い る の で 、 そ の 人 物 が 誰 で あ る の か を容 易 に突 き と め る こ とが で きた とい

わ れ る。 『日 は また 昇 る』が 出 版 され た 当 時 、 パ リ在 住 の 読 者 に と っ て この 小 説 を読 む楽 しみ の 多 く

は、 登 場 人 物 た ち の モ デ ル を詮 索 す る こ とで あ った とい わ れ た の も首 肯 で き よ う。

 事 実 、 こ の小 説 の 最 初 の 草 稿 は 『フイ エ ス タ 』 （Fiesta） と呼 ばれ 、 そ の 中 で は1925年 の 夏 に7日

間 に わ た っ てサ ン ・フ ェ ル ミン の 祝 祭 を 見 物 す るた め に、 パ リの モ ンパ ル ナ ス か らス ペ イ ン のパ ン

プロー ナ へ 旅 を した 実 在 の人 物 の名 前 が そ の ま ま用 い られ て い た 。ヘ ミン グ ウ ェ イ夫 妻 、ニ ー ニ ョ・

デ ・ラ ・パ ル マ （Nino de la Palma） 、1ハ ロ ル ド ・ロ ー ブ （Harold Loeb） 、 レデ ィ ・ダ フ・トワ

イ ズ デ ン （Lady Duff Twysden） 、2パ ッ ト・ガ ス リー （Pat Guthrie） 、 ビル ・ス ミス （Bill Smith） 、3

ドナ ル ド ・オ グ デ ン ・ス チ ュ ア ー ト （Donald Ogden Stewart）4な どの 実 在 の人 物 が登 場 して 『フ

イ エ ス タ 』 は始 まっ て い た 。 し た が っ て 、 登 場 人 物 に 関 す る 限 り、 この段 階 で はヘ ミ ング ウ ェイ は

文 学 的 創 造 力 を まだ 完 全 に発 酵 さ せ て い な か っ た とみ て よ い。 しか し、2,3週 間後 、ヘ ミ ング ウ ェ

イ は 冒頭 の 十 数 ペ ー ジ を手 直 し し、 登 場 人 物 名 を 変 更 した 。

 パ ンプ ロー ナ で ヘ ミ ン グ ウ ェ イ と戯 れ た レ デ ィ ・ダ フ ・ トワ イ ズ デ ン は 、 一 時 ダ フ・ア ン トニ ィ

（Duff Anthony） と され た が 、 最 終 的 に は レ デ ィ ・ブ レ ッ ト ・ア シ ュ リー （Lady Brett Ashley）5

に落 ち着 い た 。 ダ フの 従 弟 で許 婚 の パ ッ ト ・ガ ス リー は、 マ イ ク ・キ ャ ンベ ル （Mike Campbell）

に変 え られ た 。 ヘ ミ ング ウ ェ イ の 親 友 ビ ル ・ス ミス と ドナ ル ド ・オ グ デ ン ・ス チ ュ ア ー トは 、融 合

され て最 初 ビル ・グ ラ ン デ ィ （Bill Grundy）6と され 、 そ れ か ら ビル ・ゴ ー トン （Bill Gorton） と

され た 。 ヘ ミ ン グ ウ ェイ の 友 人 兼 恋 敵 の ハ ロ ル ド ・ロ ー ブ は 、 最 初 ジ ェ ラ ル ド ・コ ー ン （Gerald

Cohn）7と 呼 ば れ て い た が 、 最 終 的 に は ロバ ー ト ・コー ン （Robert Cohn） と変 更 され た。 ヘ ミ ン

グ ウ ェ イ は最 初 の草 稿 で は 「ヘ ム 」（“Hem” ）と され て い た が 、最 終 的 に は語 り手 で 性 的 不 能 者 の ジ ェ

イ ク ・バ ー ンズ （Jake Barnes） と改 め られ た 。

 ロー ブ の ガ ー ル フ レ ン ドで あ る キ テ ィ ・キ ャネ ル （Kitty Cannell） は 、 フ ラ ン セ ス ・ク リー ン

（Frances Clyne） に変 え られ た 。 キ ャ ネ ル はモ ンパ ル ナ ス の 人 た ち か ら広 く好 感 を持 た れ 、 賛 美 さ

れ て い た人 物 で あ っ た に もか か わ らず 、 『日 は また 昇 る 』 の 中 で は フ ラ ン セ ス ・ク リー ン と して キ ャ

ネ ル 本 人 とは 懸 け離 れ た 不 幸 な ほ ど感 情 的 な人 物 に変 え られ て し まっ た 。 キ ャ ネ ル は ヘ ミ ング ウ ェ

イ の 自己 顕 示 欲 、反 ユ ダ ヤ 的感 情 、8日 和 見 主 義 、彼 女 の友 人 フ ォ ー ド・マ ドックス ・フ ォー ド（Ford

Madox Ford） を軽 視 す る 態 度 な どの た め 、 ヘ ミ ン グ ウ ェイ が 大 嫌 い で あ っ た。

 さ らに、 キ ャネ ル は ヘ ミン グ ウ ェ イ が ハ ド リー に対 す る思 い や りに欠 け て い る こ とを嘆 か わ し く

思 っ て い た。 ヘ ミン グ ウ ェ イ は ハ ド リー をパ リの 薄 汚 い 地 区 に あ る陰 気 な アパ ー トに住 まわ せ て い

た こ とに加 え 、 彼 女 に着 古 し た服 を着 せ て 、 貧 し い生 活 を させ て い た か らで あ る。 キ ャ ネル は数 年



間 『ニューヨーク ・タイムズ』 （The New York Times） 紙パ リ版のファッション担当の編集人 を

つとめることになるだけあって服飾の流行には敏感 であったので、当然 の反応 として彼女はハ ド

リーをショッピングに連れだし、イア リングな どの装身具の小物 を彼女に贈 った。キャネルはこの

親切 な行為 を楽 しんでいるふ うであったが、それがヘ ミングウェイの怒 りを買った。

 キャネルの差 し出がましい迷惑な行為 に対するヘ ミングウェイの復讐 は、『日はまた昇 る』の中で

彼女 にまつわるエ ピソー ドを14ペ ージにわたって取 り上げて、彼女についてひ どい扱い方 をするこ

とであった。 このエピソー ドはマ ドリー ドで書かれたが、修正の最終段階では文章が凝縮 され、徹

底的に辛辣にされた。その結果、このエピソー ドでは、キャネルの投影 とされたフランセス・クリー

ンは、彼女 と手 を切 ろうとするロバー ト・コーンの手法をジェイクの面前で皮肉たっぷ りに非難 し

てコー ンに恥をかかせ るような、情 け容赦 のない執念深い人物に仕立てられた。『日はまた昇 る』が

出版 された とき、キャネルはこの小説の中で無慈悲で嫉妬深 い女性 に描かれ、 こき下ろされている

ことに衝撃 を受 け、憤懣やるかたない まま三日間寝込んで しまった。

 その他、フォー ド ・マ ドックス ・フォー ドとオース トラリア出身の画家で彼の夫人 でもあるステ

ラ ・ボウエン （Stella Bowen）9は 、ヘン リー ・ブラドックス（Henry Braddocks） とその夫人 とさ

れた。 しかし、二人が ブラ ドックス夫妻 と変えられても、二人のモデル を突 きとめることは簡単に

で きた。虚構の場合 と同様、実生活でも二人 はアコーディオン演奏付 きのダンス ・ホールを一週間

に一晩使用 して、そ こへ友人たちをみな招待 したか らである。ヘ ミングウェイがフォー ドの出版 し

ていた 『トランスア トランティック ・レヴュー』 （Transatlantic Review） 誌 の編集 を手伝 っていた

当時、 フォー ドを軽蔑 していたように、虚構で も二人の主催するダンスパーティが ジェイクに吐き

気を催 させ、二人が鈍感で愚かな外国在住者 として風刺 された。

 ハロル ド・スター ンズ （Harold Stearns）は、ハーヴェイ ・ス トーン （Harvey Stone） とされた。

虚構の中でハーヴェイ ・ス トー ンがジェイクか ら金を借 りた りする場面や、ジェイクか ら日曜 日に

競馬に出かけたか どうか きかれた りする場面か ら、ス トー ンのモデルが誰であるかは容易 に推測す

ることがで きた。 とい うのも、ヘ ミングウェイはスターンズに現金を貸 した り、彼の飲食代 を肩代

わ りした り、彼のタイプライターの質請 けをした りして、彼 を助けた ことが知 られているか らであ

る。 また、スターンズはパ リで数年間、『シカゴ ・トリビューン』 （The Chicago Tribune） 紙のパ

リ版のために競馬の予想屋をつ とめていたからである。

 人物名の変更について最 も扱いが厄介な問題 とな り、結果的 に大 きな変更を受けたのはハ ドリー

である。 というの も、草稿段階の登場人物名の変更時に、既にハ ドリーは物語か ら完全 に消し去 ら

れてしまっていたか らである。史実 によれば、ヘ ミングウェイとその仲間が1925年 夏に再び企てた

祝祭見物の旅行時 にはハ ドリー も同行 したので、ヘ ミングウェイはダフ・トワイズデ ンに対する愛の

情熱 を満たす ことができなかったのである。そのため、ハ ドリーを物語か ら排除す ることによっ

て、ヘ ミングウェイは自己の分身であるジェイク とダフの分身であるブレッ トの間の情熱的な愛 を

物語の前面に出すことができたのである。ジェイクとブレッ トの虚構上の関係 は、1925年7月 にヘ

ミングウェイがダ フに魅了されたにもかかわ らず、彼女に対す る愛を達成で きなかった ことの投影

であるとみなされ よう。

 しかし、都合の悪いハ ドリーの存在 を排除 してしまったので、史実のようにヘ ミングウェイ とダ

フの恋愛 を成就で きな くするには、ヘ ミングウェイは自己の投影であるジェイクを性的不能な人物

にせざるをえなかったのである。また、ハ ドリーを原稿段階で削除 したのは、 この小説の自伝的性

質 を弱め、作者にできるだけ自由に創造させる余地 を与えることができるよう配慮 したためでもあ

る。他方、ハ ドリーの削除 は、不幸なことに一年後彼女 とヘ ミングウェイとの間に起 こる離別 を疑

いもな く予示 していた。



 ヘ ミングウェイ とハ ドリーとの結婚生活では、二人 は三度の危機 に直面 した。一度目は彼女がリ

オン駅で夫の原稿 を盗 まれたことであ り、二度目は彼女が望 まれなかった妊娠をしたことであり、

三度目は夫がダフ ・トワイズデンに夢中になって彼女 と恋の戯れを演じたことであった。ヘミング

ウェイ とハ ドリーはこのような危機 を乗 り越えたが、1927年1月 に二人はついに離婚 し、その年の

5月 にヘ ミングウェイはポー リン ・プファイファー （Pauline Pfeiffer）10 と再婚 した。

 『日はまた昇 る』のほとんどあ らゆる登場人物 は、ヘ ミングウェイがパ リで知 り合 った人びとの

合成であったとする説 もある。特 に、ブレットにはヒロインの要素の他に、売春婦のイメージが付

与されているといわれる。11ブ レッ トのモデルとされたダフの華やかな行動、男たちを魅了する性

質、金銭上寄生的な生き方などがブレッ トにも明らかに認められるか らである。ブレットの売春婦

としての一面は、ヘ ミングウェイがダフをアルコール中毒者、乱交者、色情狂 と呼んで、ダフに売

春婦のレッテルを張った ことと無縁ではない。

 その最も顕著な例 は、ダフが黒人 と関係 して不特定の男性 とふ しだらな関係を結ぶ彼女の傾向が

強調されていることである。『日はまた昇る』の第7章 には、ジェイク、ブレット、伯爵の三人がダ

ンスの夕べに出かけるためモンマル トにあるゼ リの店へ移動 し、そこでジェイクとブレッ トがダン

スをするシーンがある。

 Finally we went up to Montmartre. Inside Zelli's it was crowded, smoky, and noisy. The 
music hit you as you went in. Brett and I danced. It was so crowded we could barely 
move. The nigger drummer waved at Brett. We were caught in the jam , dancing in one 
place in front of him. 

  "Hahre you?" 
   "Great ." 

  "Thaats good ." 
   He was all teeth and lips. 

  "He's a great friend of mine
," Brett said. "Damn good  drummer."12

 ブレットの親友である黒人の ドラマーが彼女に向かって手 を振 る動作 は、ブレットの乱交を微妙

に暗示 しているようにみえる。事実、この身振 りは1925年 にダフ ・トワイズデンが黒人の ミュージ

シャンと関係 したため、イギリスにいられなくなった とい う噂が広 まった状況を作者が利用した こ

とを示 していると同時に、ダフの不身持ち性を暗示しようとした ことを示しているとみてよい。

 ヘ ミングウェイがダフを売春婦 と断じた理由の一部は、ヘ ミングウェイ自身の性に関する問題 の

せいであったか もしれない。しかし、それはそれよりもむ しろパ リの性に関する環境そのものが、

街の売春婦 と比較的上流社会の性的に解放された女性 との間の区別をヘミングウェイに曖昧にさせ

たためであったように思われる。

 それ以上 に、ヘ ミングウェイがダフに売春婦のイメージを植 え付けたのは、二人の間に実際 に性

的な関係がなかったことが、彼女を乱交者、色情狂、アルコール中毒者 と呼び、売春婦 として描 く

強い動機 となったか もしれない。実際、ダフとダ フを崇拝 していた夫 との関係に深 く悩まされてい

たハ ドリーは、二人 には不倫の関係 を結ぶ可能性があった と思うが事実は分からないとしなが らも、

二人 の問には不倫関係がなかったことを確信する、 と何年 も経って語 っているからである。

 1925年7月14日 に、ヘ ミングウェイはハ ドリーを伴 いカイエターノ ・オル ドニェス（Cayetano

Ordonez） を追って、パ ンプローナか らマ ドリー ドへ到着するとす ぐに、パ ンプローナの聖フェル ミ

ン祭 の期間中に起 こったばかりの一連の出来事について書 き始めた。ヘミングウェイはカイエター



ノ・オル ドニェスをペ ドロ・ロメロ （Pedro Romero） として、彼 を新 しい小説の ヒーロー とするこ

とに決めた。ヘ ミングウェイ夫妻は例年 の大祝祭 が執 り行 われ るヴァレンシアヘ オル ドニェスを

追って7月24日 に移動 した。その ときまでには、ヘ ミングウェイは小説の冒頭の部分に不満 を抱い

たため、舞台をパ リに移 し、第一次大戦中に戦闘で負傷 し、1920年 に新聞記者 としてパ リに駐在 し

ていたジェイク ・バー ンズを新 しい主人公 とすることにした。 しか し、バー ンズは戦争で負傷 して

性的不能 となり、魅惑的で快楽的なブレットを求 めても、 また彼女の欲求 に応 じようとしてもむな

しい結果 に終わることになる。

 ヒロインは爵位のある奔放 なイギ リス人女性ブレッ ト・ア シュリーであった。ブレッ トの仲間は、

放縦なアルコール中毒者のスコッ トラン ド人マイク ・キャンベルであ り、ブレッ トの惨 めな崇拝者

ロバー ト・コー ンである。8月 の初めに、ヘ ミングウェイ夫妻はオル ドニ ェスの後 を追 って2、3

日間マ ドリー ドへ再び戻 り、それか ら海水浴のためサ ン ・セバスティアンへ行 き、最後 にフランス

との国境を越 えてアンデーへでた。その間ずっとヘ ミングウェイは2、3時 間の睡眠時間を除いた

すべての時間を費やして新小説を書 き進 めていた。8月12日 まで に新 しい小説の原稿 がノー ト2冊

分 となった。書 き始めてからほぼ2か 月後の9月21日 に、ヘ ミングウェイはパ リで最初の原稿を書

き終えた。一週間後彼は新 しい小説のタイ トルを 「日はまた昇る」 とすることに決めた。

 次の6か 月間にゆっくりとした速度で、広範囲にわたって原稿 に修正が加 えられた。ヘ ミングウェ

イはオース トリアのシュル ンスに滞在 していたハ ドリーと合流 した後の1926年3月 末に原稿 の修正

を終えた。この6か 月の間には、ヘ ミングウェイはダ フに失望 していたが、その代わ りにポー リン・

プファイファーへの恋が燃 え上が っていた。1926年 の3月 にヘ ミングウェイ夫妻が保養地 シュルン

スで冬の休暇を過 ごしてパ リへ戻 った とき、夫妻 にポー リン ・プファイファー とヴァージニア （ジ

ミー）・プファイファー （Virginia（jimmy）Pfeiffer）13姉 妹 を紹介 したのはキティ・キャネルであっ

た。彼は26年 の8月 にハ ドリー と別居 した後、パ リのグラン＝ゾーギュスタン河岸のアパー ト内に

あるジェラル ド・マーフィ （Gerald Murphy）14の 仕事場で 『日はまた昇 る』のゲラ刷 りの手直 し

に従事 した。 この作品は26年10月 にチャールズ ・スクリブナーズ （Charles Scribner's Sons） 社か

ら出版された。 この小説 は後に彼が捨てた妻 と息子 に献呈 された。

 『日はまた昇 る』の中で描かれている主要な出来事 も、実際に起 こった一連の出来事 にほぼ基づ

いている。 この小説の中心的な出来事 は、1924年 の夏 と25年 の夏の二度 にわたって、ヘ ミングウェ

イ とその友人たちがスペインのパ ンプローナヘサ ン ・フェル ミンの祝祭見物 に出か けた ときの体験

や出来事 を合成 したものだか らである。24年 にパ ンプローナへ出かけた ときの人 び とは、ヘ ミング

ウェイとその妻ハ ドリー、機知 と元気が売 りものの ドナル ド ・オグデン ・スチュアー ト、ヘ ミング

ウェイとアメリカの ミシガンで男同士の友情 を誓 い合った1916年 来の親友 ビル ・ス ミスの一行で

あった。24年 の夏には、祝祭 も闘牛 もパ ンプローナへ向かう途 中に立ち寄ったイラティ川のマス釣

りもすばらしかったが、一行の間で育 まれた友情 はそれ以上にす ばらしいものであった。

 翌年にも同じメンバーで再びパンプローナへ出かける予定であったが、 この ときには前回 と事情

が異なった。 というの も、ダフはヘ ミングウェイ とその仲間たちがパ ンプローナへ祝祭見物 に出かけ

るという情報 をえたので、彼女 もパッ ト・ガス リーやハロル ド・ローブ と一緒に出かけたいとヘ

ミングウェイに申し入れたか らである。15ヘ ミングウェイはダ フの申し入れに同意 して、ダフと
そ

の許婚のガスリー、 それにローブが新たに巡礼の一行 に加わることになったのである。

 1924年 の春に、ヘ ミングウェイはフォー ド・マ ドックス ・フォー ドを介してハロル ド・ローブと

知 り合 った。翌年彼 はローブとそのガールフレンドのキャネル とよ く会 った。ローブはニ ュー ヨー

クの裕福 なユダヤ人の家系の出身であ り、プリンス トン大学最初のユダヤ人学生であった。彼 は『ブ

ルーム』（Broom） という小雑誌 の共同編集者であり、1925年 にポニー・アン ド・リヴェライ ト（Boni



and Liveright） 社から 『ドゥーダブ』（Doodab）という作品を出版 していた。

 ヘ ミングウェイはローブに食事やワインをおごった り、彼 とボクシングやテニスをしたり、反ユ

ダヤ主義に対する非難からローブを護 った りした。一方、ローブはヘ ミングウェイの 『われ らの時

代 に』 （In Our Time） を出版するのに力 を貸 した。彼のために助力したので、後に 『日はまた昇

る』の中で、ヘ ミングウェイがローブをロバー ト・コー ンとして風刺 した理由が彼には理解できな

かった。16 ロ ーブを風刺的に描いた理由は、ローブが非常に美男子であったので、ヘ ミングウェイ

がそのことに嫉妬したためか もしれないし、ローブがテニスで競争心の旺盛 なヘ ミングウェイを負

かしたためかもしれない、 とハ ドリーは語っている。 しかし、ハ ドリーの推測 した理由は表面的で

あ り、後にローブの口から直接語 られた理由はそれ以上に深刻である。事実、ハロル ド・ローブが

ロバー ト・コーンとして風刺 された ことの真相は、パ ンプローナの祝祭見物期間中にローブに起 こっ

た出来事 と、その直前に密か に実行 された ローブとダ フの不倫旅行 にたどられることになる。

 1924年 の夏の旅行 と翌年の夏の旅行 との間には、大きな相違点がい くつかみられた。それは旅行

のメンバーが単にふえただけではな く、前年 には起 こらなかったハプニングがい くつか起 こった こ

とである。その一つは、ヘ ミングウェイの一行がパ ンプローナへ出かける直前、ダ フがガス リーの

留守中ローブとサン ・ジャン ・ド・リュズ という北スペイン沿岸の リゾー ト地で、2週 間ほどロマ

ンティックな日々をちょうど過 ごしたばか りであった ことである。

 ハ ロル ド・ローブが初 めてダフ・トワイズデンの存在 に気づいたのは、ある静かな午後のカフェ・

セレで、薄暗い部屋を明るくするようなダフのよく響 く陽気な笑い声 を耳にしてか らであった 。ロー

ブは彼女にすっかり魅了されて しまったので、次の 日の午後二人は誰にも気づかれそうにない辺鄙

なカフェで会 う約束をした。約束 を果たしてひとときの逢瀬 を楽しんだ後、ローブは彼女に二人で

駆け落ちをするよう求め、翌日二人 は北スペインへ向か う寝台列車に乗っていた。彼女にとって、

厳ついが美しい顔立ちに加 えて、堅実な高等教育 を受 けていたローブとの駆 け落ちは、嫌気が さし

ていたイギ リス貴族から逃れ られたことが実感できた喜ぶべ き逃避であった。

 二人 は海辺を散策 した り、海水浴 をした り、カジノでギ ャンブルやダンスをした りして数 日間二

人だけの楽 しい時間を過ごした後、山の中の隠れ宿 に投宿 して夢のような至福の日々 を過 ごした。

ローブは完全 に彼女の虜 となって しまった。あるとき彼女 は紙 ばさみに挟んだ自分の描いた絵 を

ローブに見せた。彼は彼女の絵の才能に感銘を受け、彼女に絵 を描 くことを再開するよう勧めたが、

彼女はただ笑 うばかりであった。彼女 はパ ットがイギ リスか らパ リに戻るまでに帰 らなければなら

ないので、パ リへ向かう夜汽車 に乗る用意をするときが迫っていることをローブに思い出させた。

 ダフが彼のもとを去って しまったので、ローブはサン ・ジャン ・ド・リュズに一人寂 しく滞在し

なければならなかった。2、3日 後ダフがローブのもとへ手紙 をよこした。その手紙は数 日後パン

プローナで起 こる不快な出来事 を予示 していたが、二人にはそのようなことを知る由もなかった。

手紙にはローブがそばにいないため寂 しく惨めな こと、二人の愛の幕間劇はすばらしい夢のようで

あった ことなどが書かれていた。それ以上 に注 目すべき点 は、ダフとパッ トがヘムやその友人たち

と一緒にパ ンプローナへ旅行する予定であるとい う情報であった。 もしローブがそこへ一緒 に行 き

た くなければ、彼女 も手 を引 くつ もりなので知 らせてほしい こと、ただ彼女 としてはパ ンプローナ

へ行 きたい気持ちがきわめて強い ことが 、ローブの身を案 じなが らつけ加 えられていた。ローブは

ダフの提案に同意 したが、彼女が彼に対 して まだ このようなやさしさと愛情 を抱いていてくれたこ

とに慰めをえた。

 しか し、ダフと深 く関係したことによって、ローブを心底心配させたのは、ダブの相手パ ットの

ことで はなく、 これまで大切にしていたヘ ミングウェイ との友情の絆が切れてしまうか もしれない

ことであり、彼 に間違いな く向けられるはずのヘ ミングウェイの怒 りであった。 しかし、6月21日



のローブに宛てたヘ ミングウェイの手紙は、二人の間に面倒 なことが起 こりそうにないことを感 じ

させる友好的な内容であった。 それは6月25日 にパ リを出発 し、聖フェル ミンの祝祭見物に行 く途

中、スチュアー ト、 スミス、そしてヘ ミングウェイ夫妻が一緒にブルゲーテへ1週 間ほ ど立 ち寄っ

てマス釣 りをする予定であるので、ローブにも合流す ることを期待す るというものであったか らで

ある。

 ヘ ミングウェイが列車のチケッ トを購入 した り、パ ンプローナのホテルの部屋 を予約 した りする

世話をすべて引 き受けた。ローブはヘ ミングウェイたち と一緒 に過 ごす時間を短縮 しようと考 えて、

ブルゲーテへヘミングウェイたちとは同行 しないが、サン ・ジャン ・ド・リュズですでにこちらに

向かっているダフとパ ッ トを待 って一緒にパ ンプローナへ直接向か うことにす る、 とヘ ミングウェイ

に電報 を打って知 らせた。ダフとパッ トの乗 った列車の到着後、サン ・ジャン ・ド・リュズのホテル

のバーで、ダフはローブに関する限 り事態が以前 と同 じでないことを彼に説明 した。ダフはパ ットを

愛し、彼 に束縛されていた。彼女はもはやローブに興味 を惹かれなかった。一方、ヘ ミングウェ

イの多 くの友人たちは彼がダフに夢中であり、彼女 も明 らかに彼 に惹 きつけ られていた と思ってい

た。ただ、二人の関係が性的関係 に発展 したと思 う人 は誰 もいなかったし、ハ ドリー も同意見であっ

た。 しか し、ローブの友人 キティ ・キャネルはダフがヘ ミングウェイと性的関係 を持 ちた くなかっ

たので、その口実として彼が妻 に誠実であることを利用 したのだ と信 じていた。

 ダフがヘ ミングウェイと性的関係を持 ちた くなかった というキャネルの見方 は、表面的な見方に

にすぎない。ヘ ミングウェイの中に残存 していた生まれ故郷オーク ・パークの道徳心 とハ ドリーに

対するダフの配慮 とによって、彼 とダフは恋人同士になることを抑 えることがで きた とみるべきで

ある。ダフの魅力の虜になるか、ピュー リタンの道徳心によってそれを抑 えるかの葛藤 は、『日はま

た昇 る』の中で、ジェイクがブレットを愛 しブレッ トも彼 を愛 しているに もかかわ らず、彼女 と性

的関係 を結ぶ ことが どうして もできない ことに投影されていよう。

 25年 の夏 にパ ンプローナを訪れた旅行者たちの状況の悪化は、ヘ ミングウェイとその仲間たちの

間の人間関係 と友情の亀裂を予示 していた。25年 夏の聖 フェル ミン祭 の時期のパ ンプローナの状況

は、24年 の夏の ときとは著 しく異なっていた。 とい うの も、25年 にはパ ンプローナを訪れた外国人

観光客の数が増加 したためか、闘牛の見やすい席のチケ ットが手に入 りづ らくなった ことに加 えて、

ホテル代 も1年 前 よりも著 しく高騰 したか らである。

 彼 らが投宿 したパ ンプローナのホテル ・クインタナ17で は、パ ッ トはダフをめ ぐって彼のラ
イ

ヴァル となったヘ ミングウェイ とローブの前ではむっつ りとして不機嫌な態度 を取 っていた。 ロー

ブはダフの彼 に対する冷淡な態度 に屈辱 を感じ意気消沈 していた。そのような彼の姿 を見かねた仲

間が、 ローブにパ ンプローナを去 った方がよいと助言していた。それにもかかわ らず、ローブが彼

女に付 きまとっていたのは、 ダフを面倒 な状況のままにして去 ってしまうことがで きなかったため

であり、彼女 を取 り戻せ るとい う淡い希望を抱いていたためであった。ハ ドリーは最初仲間が反目

し合 う状況 に直面 しても、快活で落ち着いた雰囲気を維持していたが、夫が妻の面前で臆面 もなく

ダフに夢 中になる と、彼女は嫉妬 と屈辱のため心を痛め、疲れた とか頭痛がす るなどとい う口実を

作って、自分の部屋へ閉じこもってしまうのが常であった。ス ミス とスチ ュアー トはダフに対する

ヘ ミングウェイの無遠慮 な行動に当惑 して、そのようなことが起 こらなかった振 りをしようとした。

 ダフに強烈に惹 きつけられて彼女 を求めたヘ ミングウェイ とその相手のダフはお揃 いのベ レー
帽

をかぶ り、長いささや くような会話 を交わしていた。 ローブが まだ彼女に一抹の期待 を抱いている

かもしれない とダフは思 ったので、彼女 はパッ トが部屋か ら出ていってい る間にローブの部屋
へ
行って、彼 に対する情熱がな くな り、二人の関係が終わった ことを彼 にそっけなく伝 えた。 このと

きまでには、ヘ ミングウェイはダフとローブが二人だけで密かにロマ ンティックな休暇 を過 ごし
て



いた ことについてすべて知っていた。ヘ ミングウェイはそのことをきいてローブに裏切 られたと感

じて彼 を罵 った、 とローブはスミスからヘ ミングウェイの反応をきかされていた。仲間がローブに

パンプローナを去った方が よいと忠告 していたのは、ヘ ミングウェイのローブに対する怒 りを避 け

るためでもあ り、ヘ ミングウェイとローブが反目し合 うのを案じたためで もあった。

 このように、ローブは彼女が彼 に対する興味 を再び掻き立てる希望 をすべて諦めかけていた とき、

ダフがローブに夕食後静か に酒を飲 む連中に加わってはどうか と勧めた。彼 らはしば し一緒 に楽 し

いひとときを過ごした。それか ら彼らはあるクラブで一晩中飲んで騒いで注 目の的になった。次の

日の昼食時に、ダフは額 と目の回 りに黒いあざをつくって現れた。パ ットは昨夜彼女がローブと一

緒になり、消沈 していた男 を励 ましたのだ と思ったために彼女を殴って罰 したのだ、 とローブは推

測することができた。18ロ ーブがあざについて尋ねると、ヘ ミングウェイが二人の会話を遮 って、

彼女のあざは手摺 りに倒れてぶつかってで きた ものだと説明 した。 この場面 に直面 して、パ ットは

不機嫌で不快 な面持ちをしていた。ス ミスは厳 しい表情 をしていた。ローブは怒 りで煮えくり返 っ

たが、仕返 しをす ることまでは考えなかった。

 その日の午後の闘牛見物では、ローブが闘牛 の残忍性 に嫌悪感を催 し、退屈 したとヘ ミングウェ

イが きかされた ことをきっかけにして、ダフの尻 を追いかけてブルゲーテへ釣 りに出かけた仲間た

ちを捨てたローブをその夜苛 め始めた。この苛 めにローブを嫌がっていたパッ トが加わ り、酔 った

勢いで激 しく攻撃すると、ヘ ミングウェイはパ ットの擁護にまわり、厳 しい態度でローブを非難 し

軽蔑 した。ローブはヘ ミングウェイの敵意に衝撃 を受けた。侮辱 されて憤慨 したローブは、ついに

怒って立ち上が り、ヘ ミングウェイに殴 り合いを挑んで外 にでるようにといった。二人は外へ出て、

入 り口から少し離れた暗闇の中で歩みをとめた。ローブはヘ ミングウェイが彼 よりも40ポ ンドも体

重が重いので、ノックアウ トされるのではないか と内心怯えた。 ローブはこれまで築 き上げてきた

大切な二人の友情がこれで終 るのかと思うと惨 めな気持 ちになった。ローブはジャケットを脱 ぎ、

角縁のメガネを注意深 くはずしてジャケッ トのポケッ トの一つに入れ、そのジャケットを置 く安全

な場所 を探 し回った。 しかし、突然ヘ ミングウェイが笑顔 を見せて、ローブのメガネを持つよう申

し出た。19こ れで二人の間の緊張の糸が切れて、ローブは最悪の事態が免れたことを知った。事実、

二人の口から相手 を殴 りた くないという言葉が発せ られた。 こうして、二人の和解が成立したので

ある。二人 は一緒に歩いてカフェへ戻った。翌朝 （7月13日 朝） ローブはホテルの彼のボックスに

ヘ ミングウェイのメモが入 っているのを見つけた。20 その短信はローブに与えた昨夜の不当な仕打

ちに対する謝罪の手紙であった。

 このときのエ ピソー ドは、1年 後 『日はまた昇 る』の中で脚色 されて再現されている。パンプロー

ナのカフェ ・スイゾでブレッ トの居場所を教 えるよう迫 るコーンに、ジェイクが意地悪 く教えよう

としないために喧嘩 となり、ジェイクはコーンにノックアウ トされる。その夜ジェイクがホテルに

戻って、明か りのついていないコーンの部屋に入 ると、彼はコーンが暗闇の中で うつ伏せになって

横たわ り、悔恨の情 に打ちひ しがれて、ベ ッドに顔 をつけた まま声を立てずに泣いている姿を見つ

ける。21

 このように、『日はまた昇 る』の中でハロル ド・ローブは、ロバー ト・コーンとして残酷で意地の

悪い扱われ方をされている。22ダフが相手かまわず情を交わす大酒飲みのふ しだらな女 とヘ ミング

ウェイからみなされたために、ブレッ ト・アシュリー としてネガティヴな人物 に描かれたの と同様、

ローブも女々しい男 としてネガティヴな人物 に描かれたのは、彼がヘミングウェイの不興 を買った

か らである。ローブはその理由として三点あげている。一つは彼がヘ ミングウェイたちとパンプロー

ナへ出かけた際、祝祭の宵祭 りの行事 として街なかに放たれた雄牛の一頭の頭上にみごとに乗 って、

ヘ ミングウェイのお気に入 りの闘牛士か ら賞賛を勝 ち得たため、彼の妬みを買って しまった ことで



ある。二つめはローブが闘牛の残忍性に嫌悪感を催 して闘牛 を批判 し、ヘ ミングウェイの反感 を買っ

たことである。三つめはローブがヘ ミングウェイを魅了 して虜 にしたダフと駆け落 ちし、彼 のピュー

リタニズムを踏みにじったことである。

 ダフとパ ッ トは今回の祝祭見物の休暇を過 ごすために十分 な資金がない ままやって きていた
が、

ヘミングウェイは二人 を資金の面で援助することがで きなかった。 というのも、その当時、ヘ ミン

グウェイ自身経済的に切 りつめた生活をしていたうえに、すでにスチュアー トか ら借金 をしていた

からである。結局スチュアー トがダフとパ ットの経済的な危機 を救 った。ヘ ミングウェイ夫妻は闘

牛士オル ドニェスを追ってマ ドリー ドへ去 り、スチュアー トは リヴィエラへ向 けて去 った。ローブ

はレンタカーでビル、ダフ、そしてパ ッ トをサン ・ジャン ・ド・リュスまで連れて行 った。

                      注
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  ミズ リー 大 学 、 後 に テ ユ ー レ イ ン （Tulane） 大 学 で ギ リ シ ア 語 、 哲 学 、 数 学 、 物 理 学 な ど を教 え て

  い た 。 彼 らの 母 親 は 、1899年 に肺 結 核 の た め 亡 く な っ て い た 。 母 親 が 亡 くな っ て 以 来 、 叔 母 は 彼 ら

  の 養 母 と な り、 ミ シ ガ ン半 島 の ホ ー トン ・ベ イ の 農 家 を 買 い 取 っ て 、 夏 の 問 に 健 康 を 増 進 す る た め

  の 場 所 を彼 ら に 提 供 した 。 そ こ は ヘ ミン グ ウ ェ イ の 別 荘 か ら2マ イ ル 離 れ た と こ ろ に あ っ た の で 、

  当 時 ミズ リー 大 学 の 学 生 で あ っ た ビル とヘ ミ ン グ ウ ェ イ は、1916年 の 夏 と17年 の 夏 に 、 相 手 の 別 荘

  の リ ン ゴ や マ メ の も ぎ 取 り、 ジ ャ ガ イ モ 掘 り、 薪 割 り な ど の 雑 用 を 引 き受 け合 っ た り、 一 緒 に 泳 い

  だ り、 釣 り を した り して 、 男 同 士 の 友 情 を育 ん だ 。 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ の 結 婚 式 で は 、 ビ ル は花 婿 の 付

 添 人 を つ とめ た 。 姉 の ケ イ テ ィ は ミズ リー 大 学 で ヘ ミ ン グ ウ ェ イ の 二 度 目 の 妻 ポ ー リ ン ・プ フ ァ イ

  フ ァー の 級 友 で あ り、親 友 で あ っ た 。姉 は ヘ ミ ン グ ウ ェ イ の 友 人 で 作 家 の ジ ョ ン ・ドス ・パ ソ ス （John

 Dos Passos） （1896―1970） と結 婚 した が 、1947年 に 夫 の 運 転 す る 車 で 事 故 死 し た 。

4 ドナ ル ド ・オ グ デ ン ・ス チ ュ ア ー ト （1894－1980） ア メ リ カ の オ ハ イ オ 州 に 生 ま れ 、1916年 に イ エ ー

 ル 大 学 を 卒 業 し た 。 機 知 に 富 ん だ ユ ー モ ア 作 家 。Parody Outline of History（1921） 、 Mr. and Mrs.

 Haddock Abroad（1925） な ど の 作 品 が あ る。 ポ ニ ー ・ア ン ド・リ ヴ ェ ラ イ ト社 か らヘ ミ ン グ ウ ェ イ が

  『わ れ らの 時 代 に 』 （In Our Time） を 出版 す る の に奔 走 し た 。 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ が ス チ ュ ア ー トを パ

  ン プ ロ ー ナ の 祝 祭 見 物 へ 誘 っ た の は 、 『わ れ らの 時 代 に』の 出 版 が 彼 に 負 っ て い る と思 っ た か ら で あ

  る。Peter Griffin, Less Than. A Treason: Hemingway in Paris（New York:Oxford University

 Press,1990） 103.

5 ヘ ミ ン グ ウ ェ イ は 爵 位 を 持 つ イ ギ リス 人 女 性 に感 銘 を 受 け る 傾 向 が あ っ た の で 、Brett Ashleyの

 Ashleyは1922年 に ビ ク ト リア （Victoria） 女 王 の 曾 孫 と結 婚 し た エ ドウ ィ ン ・ア シ ュ リー （Edwin

 Ashley） の 姓 を 拝 借 した の で あ る 。 Kenneth S. Lynn, Hemingway （Cambridge, Massachusetts:

 Harvard University Press,1987）289－90.



6 編 集作 業 に不 注意 な と ころが あった た め、 『日 は また昇 る』 の出版 された版 に は ビル ・ゴー トンが ビ

  ル ・グ ラ ンデ ィ とされ て いた ときの痕 跡 が一箇 所残 って いた。Mellow 304.

7 ジェラル ド ・コー ン とされ た のは、 ジ ェラル ド ・マー フ ィ （Gerald Murphy） をヘ ミング ウェイが

  やや 嫌悪 して い た こ と と、 ロー ブ に対 す るヘ ミング ウェイの 悪感 情 とを巧 妙 に結 びつ けた 結果 で

  あ った。Mellow 304.

8 ヘ ミングウ ェイ は反 ユ ダヤ 主義 の環境 で育 った の で、彼 に は反 ユ ダヤ的感 情 が あ ったの で はない か

  とい う見 方が あ る。 しか し、 ヘ ミング ウ ェイの 友人 で アメ リカの詩人 アーチ ボ ル ド ・マ ク リー シュ

  （Archibald Macleish） （1892－1982）も 『エ ス ク ワイア』 （Esquire）誌 の編 集 主幹 ア ー ノル ド・ギ ン

  グ リッチ （Arnold Gingrich） （1903－72）も、 ヘ ミングウ ェイの反 ユダ ヤ主義 はきわ めて軽 い もので

  あ り、当 時 の風潮 か ら出て い なか った と語 って い る。Denis Brian, The True Gen: In Intimate

  Portrait of Hemingway by Those Who Knew Him （New York:Grove Press,1988）58.

9 1924年1月 にヘ ミング ウ ェイ は、 ア メ リカの 詩人 エ ズラ ・パ ウン ド （Ezra Pound） （1885―1972）か

  らフ ォー ド・マ ドック ス ・フ ォー ド（1873－1939）を紹 介 され た。 フ ォー ドは40歳 を過 ぎてか ら第一 次

  世 界 大戦 に志願 し、1916年 の夏 にひ どいガ ス攻 撃 を受 け る とい う悲惨 な経 験 を した 。 フォー ドは

  『グ ッ ド・ソル ジ ャー』 （The Good Soldier,1915） な どを書 い た小説 家 で あ り、 『イ ング リッシ ュ・

  レヴ ュー 』 （English Review） 誌 や 『トラ ンスア トラ ンテ ィック ・レヴ ュー』 （Transatlantic Review）

  誌 な ど雑誌 のす ぐれ た編 集者 で あった 。ヘ ミング ウ ェイ は 『トラ ンス ア トラ ンテ ィック・レヴ ュー』

  誌 のア シス タ ン ト・エ デ ィター とな ったが、フ ォー ドの編 集 方針 も手 法 も気 に い らな かった。フォー

  ドはヘ ミング ウェ イの初 期 の短篇 「イ ンデ ィア ン集 落 」 （“Indian Camp” ）、 「医 師 とその妻」 （“The

  Doctor and the Doctor's Wife” ）、 「涯 しな い雪 」 （“Cross Country Snow” ） と記 事 を数 点 『トラン

  ス ア トラ ンテ ィ ック ・レヴ ュー』誌 に掲 載 した。

   『日は また 昇 る』 の 中で、 フォー ドとその夫 人 の主催 す るダ ン スパ ー テ ィが ジェ イクに吐 き気 を

  催 させ、 二人 が鈍 感 で愚 か な国外在 住 者 として風刺 され てい た に もかか わ らず、 フ ォー ドにはそ れ

  を気 にか け てい る様 子 が 一 向 にみ られ なか っ た。 それ ど ころか、 フ ォー ドはヘ ミングウェ イの散文

  とその才能 を高 く評価 し、彼 をす ぐれ た作 家 として位置 づ けた。Meyers 77,129. Mellow 305.

10ポ ー リン ・プ フ ァイ フ ァー は1895年7月22日 にア イオ ワ州 パ ー カー ズバ ー グで生 まれ た。1913年 に

  ドラ ッグス トア を経 営 して いた父親 とそ の家族 は、 ア ー カ ンソー 州 ピ ゴ ッ トに移 った。 ポー リンの

  父親 は ミズ リー州 で ドラ ッグス トア のチ ェー ン店 を展 開 して いた 。 また 、父親 はアー カ ンソー州北

  部 に約6万 工 一 カー の森林 地 を買 い取 って開墾 し、小作 人 を使 用 して小麦 、 トウモ ロコ シ、綿 花、

  ク ロー ヴ ァー、大 豆 な どを作 り大 きな収 益 をあ げて いた。 父親 はアー カ ンソー州 で最 も裕 福 な地主

  の一人 とな った。 ポー リンのお気 に入 りで あ った 父親 の弟 ガ ス・プ フ ァイ フ ァー （Gas Pfeiffer） も、

  薬 剤 、塗布 剤 、 そ して化 粧 品の各会 社 を所有 す る大 富豪 で あ った。

   ポー リンは ミズ リー大 学 で ジャー ナ リズ ム を専攻 し、1918年 に卒 業 して『ク リーヴ ラ ン ド・スタ ー』

  （The Cleveland Star） 紙 の記者 、 『ニ ュー ヨー ク ・デ イ リー ・テ レグ ラ フ』 （The New York Daily

  Telegraph） 紙 の記者 、 『ヴ ァニ テ ィ ・フ ェア』 （Vanity Fair） 誌 の フ ァ ッシ ョ ン担 当記 者 をつ とめ

  た。 ポー リン は1920年 代 初期 に妹 と一 緒 にパ リへ渡 り、パ リで は 『ヴ ォー グ』 （Vogue） 誌パ リ版 の

  編 集長 の ア シス タ ン トをつ とめた 。 ポー リンは ロス ア ンジ ェルス のセ ン ト ・ヴ ィンセ ン ト病 院へ入

  院 して2、3時 間後 に腎臓 にで きた腫瘍 が も とで1951年 に56歳 で亡 くな った 〔Carlos Baker, Ernest

  Hemingway:A Life Story（New York:Charles Scribner's Sons,1969）496〕。

11そ の当時 フラ ンス で は結 核 が売春 婦 の命取 りとなる主 要 な疾患 で あ った といわれ て いた が、 ダフも

  そ の時代 の売 春婦 に共通 の病 気 であ る結核 で亡 くな った こ とは、 ダ フ につ き ま とう売春婦 の イメー

  ジを強 め る ことに な ろ う。J. Gerald Kennedy and Jackson R. Bryer, French Connections:

  Hemingway and Fitzgerald（London:Macmillan,1998）88.

12 Ernest Hemingway, The Sun Also Rises（New York:Charles Scribner's Sons,1926） 62.

13ヴ ァー ジニ ア （ジ ミー ）・プ ファイ フ ァー （1902－73）ポ ー リ ン ・プ フ ァイ フ ァーの妹 。聡明 で機 知

  に溢 れた 人物 。 ヘ ミング ウ ェイはキ テ ィ ・キ ャ ネルか らプ フ ァイ ファー姉妹 を初 めて紹 介 され た と

  き、姉 よ り も妹 に特 に惹 か れた といわ れ る。ヘ ミン グウ ェイ は妹 をレス ビア ンとみて いた。Meyers



  173.Mellow 293－94. Baker 142.

14ジ ェラル ド・マー フ ィ （1888－1964） は、 イ エ ール大 学 出 身 で建築 学 か ら絵 に転 じた裕 福 なア メ リカ

  人 で あ った。彼 は1916年 に結 婚 し、1921年 に妻 を伴 って パ リへ渡 り、パ リの グ ラ ン＝ ゾー ギ ュス タ

  ン河岸 にアパ ー トを借 りて生 活 を始 めた が、 た いて い は リヴイ ェ ラ海 岸 の ア ンテ ィー ブ岬 に あ る優

  雅 な別荘 ヴ ィラ ・ア メ リカ で過 ごした。Baker 158.

15ヘ ミ ング ウェイ が ダフとパ ッ トをパ ンプ ローナ へ の旅 行 に加 わ る よ う招 待 した とい う説 もあ る。

  Lynn 292.

16 『日は また 昇 る』 が 出版 され た後 、 ロー ブが拳 銃 を もって ヘ ミング ウ ェイ に仕返 しを し よ うと して

  い る とい う噂が 流 れた が、ロー ブは後 にそ れ を否 定 した。その噂 の 出所 はヘ ミング ウ ェ イ 自身 で あ っ

  た か らで ある。Meyers 158－59. Brian 58.

17 『日 は また昇 る』 に登場 す るホテ ルの主人 モ ン トー ヤ （Montoya） は、 ホテ ル ・ク イ ンタ ナの主 人

  ジ ュアニ ー ト ・ク イ ンタナ （Juanito Quintana） が モ デル で あ る。 Mellow 305.

18ロ ー ブ に申 し訳 な い と感 じた ためか そ の他 の 理 由か らか、 ダフは金 曜 日の 夜 に1時 間 か そ こ ら二人

  だ けで ホテル か ら出 か けた こ とが、 彼 を慰 めて励 ま した とパ ッ トか ら誤 解 され、 罰 として拳 で殴 ら

  れた のだ とす る見 方 もあ る。Lynn 293－94.

19喧 嘩 の途 中で癇癪を起 こ し、 それか ら突然 平静 を取 り戻 すパ ター ンは、 ヘ ミン グ ウ ェイ の典 型 的 な

  行 動様 式 で あっ た。 同 じパ ター ンは1927年10月 の アー サ ー ・モス （Arthur Moss） や1937年8月 の

  マ ックス ・イ ース トマ ン （Max Eastman） との喧 嘩 の際 に も生 じた。 Meyers 158.

20ロ ー ブの ホテ ル の接客 係 が ヘ ミング ウェイ か ら預 か った手 紙 を彼 に渡 した とい う説 もあ る （Lynn

  295）。 ヘ ミング ウェイが 屈 辱 的 な謝 罪 の手紙 を書 くの は きわ めて珍 しい こ とだ っ た の で、 ハ ド リー

  に促 され て書 い た とす る見 方 もあ る （Meyers 158）。

21 Hemingway, The Sun Also Rises 190－91,193－94.

22 マ ル カム ・カ ウ リー （Malcolm Cowley） （1898－1989）に よれ ば、 ハ ロル ド ・ロー ブ は 『日は また昇

  る』 の中 で女々 しい男 と して描 かれ て、 意地 の悪 い扱 わ れ方 を された こ とに長 い 間怒 り傷 つ け られ

  た と語 っ てい た とい う （Brian 59）。 ロー ブが立 腹 した点 は、ヘ ミン グ ウェ イが彼 の経 歴 や家 族 な ど

  の個 人 的 な事 柄 を利 用 した こ とで あ り、 しか も不 正 確 か誇 張 して利 用 した ことで あ る、 とロー ブ は

  語 っ てい た （Brian 56）。
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